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本稿は本誌前号に引き続き,「シアク王国に関するノート」の第３章





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































族である。1878年10月４日233号の新聞 『ドゥ・ロコモティーフ (De Loco-
motief)』に，マレー半島のキンタ（Kinta）郡の官吏の報告書の一部が掲
載されており，その内陸部に住むサケイ人に関する記述は，シアクに住む
サケイ人と非常によく一致する。そこでも龍脳語が知られている。
シアクでは彼らは，上マンダウおよびこれに接するロカン地域を占取し
ている。上マンダウのシアクに属する者は５つのスク，ロカン地域の者は
８つのスクに分かれ，各々独自のバティンがいる。それゆえ彼らはバティ
ン・リマ（Lima)，バティン・スラパン（Selapan）と呼んで区別される。
シアクのオラン・サケイつまりバティン・リマが占取する地域，および
オラン・サケイ自体についてはすでに第２章ｋで述べたので，繰り返さな
い。
サケイ人は，若干の独自の単語を交えたマレー語の方言をしゃべる。龍
脳の採集にでかける時にのみ，まったく異なる言語つまり龍脳語をしゃべ
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る。龍脳語についても上ですでに触れた。
サケイ人の言語と慣習についてもっと研究がおこなわれるなら，マレー
人種の出自と分布に関する多くの不明な点を明らかにすることができるだ
ろう。
サケイ人は，ほとんど進入不可能な彼らの森から出てこない。彼らは森
の中で食用森林産物の採集やウビ〔芋〕栽培によって生きている。彼らは
塩と鉄器を，マンダウ川のスラハン交易請負人から手に入れる。1878年の
このスラハン交易請負人によると，マンダウ川での塩の販売は１年に約
1000ガンタンである。
彼らの食糧の大きな部分を占めるのは，野豚およびシアクでナンゴイ
（nangoi）と呼ばれる動物である。ナンゴイは野豚と似たところがあると
いわれる。これがどんな動物なのか筆者はいうことができない。現物をみ
たことはないし，書かれたものからも不明である。それは１年のうちのあ
る時期に非常に多いようである。
サケイ人が必要とするものは非常にわずかである。彼らの普通の衣服は，
男はチャワト（cawat）つまり腰の回りの長い布で，その足の間のある１
点がしぼられているものであり，女は一種のスカートである。どちらもポ
ホン・チュルプ（pohon cerep）の皮を叩いたものでできている。家具は
竹で作る。
サケイ人は森の動物を狩るのが非常に巧みであるにちがいない。短い槍
さえ手にしていたら，虎に出合うのさえ恐れないといわれる。
彼らの宗教については，死者を埋葬する前に死者に敬意を示すというこ
とから，宗教を持っていることがわかっている。もし彼らが後世とか人の
運命に影響を及ぼす超自然的な霊または神といった観念を持たないならば，
当然死者に敬意を示すことはないだろう。
ある人が死ぬと，残された人々は，屍の回りに集まりパランで額に小さ
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い傷をつけ，自分たちの血を少しだけ屍に落とし，その後に屍を土に埋め
る。
理論的には彼らは王に対して権利を持たないが，実際には彼らは義務を
持たない。彼らは森の中で自由に生きている。彼らが無視されているので
はなく，彼らから規則的に収奪するのが不可能だからである。第一に，彼
らは精神と技術以外の何物ももたず，第二に，彼らの森の中で彼らを捕ま
えるのはマレー人には不可能だからである。
彼らはみつけたグリガとガハルの木をすべて，無償でスルタンに供出し
なければならないが，実際にはその一部しか供出しない。彼らがそのほと
んどを接触可能な商人に売ることは自明である。ごくたまにバティンが１
つか２つのグリガと若干のカユ・ガハルをスルタンに供出し，スルタンは
これで満足する以外ないのである。
サケイ人はけっしてスルタンと直接接触せず，マンダウ川におけるスル
タンの代理人（現在はマト・サレMat Salehという）と接触する。バティ
ンが死ぬと，このスルタンの代理人によってスルタンに伝えられ，同時に
新しい候補者が（人々のいうところでは，前任者のカマナカンから）指名
される。そしてスルタンは，新任の者に承認のしるしとして上着１つを送
る。サケイ人に対するスルタンの規則的な統治が問題外あるいは不可能で
あることがわかる。
またどこでバティン・リマが終わり，どこでバティン・スラパンが始ま
るのかも不明である。彼らの森が広大なので，彼らは，伝染病によってで
あれ，各々の王の欲望ゆえにであれ，必要な場合には，互いに妨げあうこ
となしに，互いの地域を行き来できる。現在バティン・スラパンのサケイ
人が大勢コタ・インタンの都の近くを去って，上マンダウの方に集中して
きているといわれているが，シアクの体制の方が彼らに適しているように
みえるからであろう。
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シアクに属するサケイ人の数は約4000～5000人と推定される。
 オラン・アキト
オラン・アキトはオラン・サケイ同様，様々な点で不明な人種である。
オラン・サケイは東スマトラの低地地方の元来の森の住民のようにみえる
が，オラン・アキトはマラッカ海峡の南部の海岸やその中の島々の海岸の，
スマトラ側，マラッカ側，また島々において，様々な名前を持つ原住民の
一部分をなす。これらのオラン・アキトの一部は海からあまり離れていな
い地上や，あるいは船や筏の上に住む。
シアクのアキト人は２つのスクに分かれる。スク・アキト・プングリン
とスク・スラト・マロンである。
スク・アキト・プングリンはシアク川河口の右岸タンジョン・ラヤンか
らスンゲイ・プングリンまでに住んでいた。彼らが占取したこの土地は非
常に狭く生産も少なかったので，彼らはここを去って筏でシアクをさかの
ぼった。彼らはマンダウ川のクワラ付近に定着し森林産物の採集に生計の
道を見出し，ある者はラダンに生計の道を見出した（第２章ｉ①参照)。
アキト・ブングリンの人口は，男は70～80人以上でないと推定されてい
る。
スラト・マロンのアキト人はさらに２つに分かれる。本来のオラン・ア
キトとオラン・ラタス（Ratas）であり，各々バティンの下にある。
シアク川沿いにクワラ・マンダウからスンゲイ・ルクトまでの土地を占
取するアキト・プングリンがアキト・ラタスである（第２章ｃ④参照)。
したがって彼らがスラト・マロンの出身で，王の命令によってか，自身の
動きによってか，ある時現在の場所に定着したことは明らかである。そう
でなければ，彼らがどのようにして，またどこから，海を遠く離れた，マ
レー人に囲まれたここにきたのか，説明できない。人数は多くなく，おそ
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らく40～50人以下である。
彼らのスルタンに対する任務は，カジャンおよびスルタンが必要とする
すべての木を供出することである。
アキトのバティンの任命は，全面的にスルタンの選択による。スルタン
はその際，サケイ人の場合と同様，上着を与える。
スルタンへの反抗あるいは命令不服従の場合，ラヤト・ラウトやラヤト
・ダラムの場合と同様，バティンは長時間首まで水に浸かる（ルンダム
rendam）罰を受け，この処罰の後，やはり上着を与えられる。
プラウ・ルパトに住むオラン・アキトは約200人と推定される。
すでに述べたように，オラン・アキトはまだ無信仰者であり，またイス
ラムに改宗しようとする傾向がないといわれる。それは彼らが非常に好む
ノンゴイの肉が禁止されることになるからである。彼らはこの動物を捕ま
えるのが非常に上手である。
 オラン・ウタンとオラン・ラワ
シアクの住民でさらに取り上げるべきはオラン・ウタンとオラン・ラワ
である。この両者の間に本質的な違いはないように思われる。少なくとも，
後者はスンゲイ・ラワ沿いまたその近くのスマトラ本島上に住むオラン・
ウタンに他ならない（第２章ｉ②参照)。彼らはあちこち移動している。
ある時は本島から対岸の島々へ，またある時は逆に。
オラン・ラワは20～130人といわれ，バティンの下にある。
オラン・ウタンは，シアク川とカンパル川両河川の河口の近くにある島々
の元来の住民である。上に述べたように，ブンカリスの４人のマレー人バ
ティン（ブンカリス，プヌバル，スンドゥラク，アラム）がブラウウェル
海峡沿いの土地を持つが，その他の部分にオラン・ウタンの２人のバティ
ン（クンブン Kembungのバティンとバンタン Bantanのバティン）の下
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の人々が分布している。
パダン島では元来の住民はオラン・ウタンだけだが，この人々について
はこれ以上のことは不明であり，人口は約200人と推定される。この他そ
こには本島から来てラダンを作る若干のマレー人と材木を伐る中国人がい
る。
ムルバウでも元来の住民はオラン・ウタンである。その一部はイスラム
に改宗しているが，おそらくそこに住んだシアクの王族たちの影響による
ものである。土着の人であってハンバ・ラジャではないムルバウの住民は
ムルバウ，アポン（Apong)，チンタイ（Cintai）の３人のバティンの下に
おり，合計約300人である。
ムルバウ島および近くのトゥビン・ティンギ島にハンバ・ラジャが住ん
でいて，この人々はそこに住むトンク（Tongku）の下にある。各々120人，
200人と推定される。
トゥビン・ティンギまたはランタウ（Rantau)，およびランサン（Ran-
sang）またはムダン（Medang）の島では，住民は５つに分かれる。各々
スミル（Sumir)，クリンバン（Kerimbang)，グラン（Gelang)，ムレイ
（Melei)，パンチョル（Pancor）のバティンの下にあり，前４者はムスリ
ム，最後のものはまだ無信仰者である。前４者のバティンの下の人々は，
少なくとも名目的にはムスリムになっているが，彼らの出自はこの島々の
その他のオラン・ウタンと同じである。この５人のバティンのアナク・ブ
ワは合計600～700人と推定され，この人々がこの２つの島に散居している。
たいていは２つの島を分ける海峡に面する部分に住んでいる。
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